
人は、その島を神と崇めた 

-沖ノ島- 



 

遥か昔の祭りの場は、今も厳粛な空気に包まれる 

-沖津宮社殿- 



紡織具の小型模型が奉献された 

-沖ノ島22号遺跡- 



険しい崖が人の立ち入りを拒む 

-沖ノ島北岸- 



島を崇める地元漁師が奉納した鳥居 

-沖津宮参道- 



天孫を助け奉りて天孫のために祭られよ -御神勅- 



新羅との交流を雄弁に物語る 

-金製指輪（７号遺跡出土）- 



沖ノ島への信仰が福岡藩主にこの絵図を描かせた 

-沖ノ島絵図-（福岡市博物館所蔵） 



航海の困難さは、今も昔も変わらない 

-沖ノ島- ⓒ板矢英之 



地元の漁師が守り続ける 

-沖ノ島-  ⓒ板矢英之 



現在まで受け継がれる伝統 ‐禊‐ 

-沖ノ島禊場- ⓒ板矢英之 



禊をしなければ、鳥居を通ってはならない 

-沖ノ島禊場- 



沖ノ島の神秘的な夜が始まる 



沖ノ島には変わらぬ自然が残る 

-オオミズナギドリ- ⓒ岡部海都 



沖ノ島一ノ岳から 



沖ノ島を拝す 

-天狗岩から- 



一面に咲き誇るダルマギク 

-小屋島- 



沖ノ島祭祀を明らかにした３次に渡る発掘調査 



第２次沖ノ島発掘調査隊の記念撮影 



海の美しさに掌を合わせる 

-沖ノ島から- 



 航海の道標として人々を守り続ける沖ノ島 



沖ノ島を離れる 



波止場に面する厳かな信仰の場 

-中津宮- 



大島の御嶽山山頂から望む九州本土 



交通安全の神として参拝者が絶えない 

-辺津宮- 



数百艘の大船団が海上神幸する壮麗な神事 
-みあれ祭- 



海を望む台地上に宗像氏は眠る 

-新原・奴山古墳群- 



大島、さらに遠く沖ノ島へと続く海を見渡す 

-新原・奴山古墳群- 



宗像氏は、その死後も沖ノ島を意識した 

-新原・奴山古墳群- 



墳頂に鎮座する宗像大社の末社 

-新原・奴山古墳群 22号墳- 



季節によって様々な顔をもつ 

-新原・奴山古墳群- 


